
教員の両親から生まれる。
神戸大学発達科学部を卒業。
中学から大学までは水泳部のキャプテン。（現在、神戸市水泳協会副会長）
灘区の松蔭中学と神戸海星中高等学校で１８年間教員を勤める（理科と化学を教える）。
地元少年野球部の元コーチ、地域こども水泳教室の現コーチ。

2015 年、19 年、23 年神戸市会選挙連続当選、現在３期目
経済港湾委員会所属。(2024 年１月現在）
議会活動のかたわら、駅頭活動と週末の地域周りを現在も欠かさず継続中。
教員経験を活かし教員の多忙化対策等、教育全般の環境改善に全力活動中。
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市政を身近に

　　

今期，初めての一般質問に立ちました！

▶ 未利用魚を活用した釣り堀施設

こうべ未来市会議員団発
行
元

〒650-8570　神戸市中央区加納町 6-5-1 1 号館 27 階
　　　　　　TEL：078-322-5845　FAX：078-322-6171

未　利用魚の活用およびサステナブルシーフードについて

○ 久元市長 ： 令和 4年の 6月に締結した連携協定に基づき、

市民漁業者への SDGs の普及啓発、 海洋資源の保全に関する教育研究検討、

食文化醸成や観光振興による地域活性化などに取り組む。

実践例としては、 SDGs に取り組む料理人専門家による

市内の大学でのサステナブルシーフードに関する講義の開催、

レストランにおいて未利用魚を取り入れたコースメニューの提供である。

また、 関西ではあまり食べられないクロダイの活用は、

海苔の食害の防止と未利用魚の利用でも意味があると考え、 関係者とあり方について検討してくいく。

○ 副市長 ： 漁獲量が少なく、 低価格で取引をされているアイゴなどの低未利用魚をふりかけなどの食品に加工

する準備を進めている。 漁業関係者、 料理人、 行政などが様々な立場から、 この未利用魚に関する活動を行い、

研究し、 利用価値を高めることは水産資源の持続的で有効活用の観点からも大変重要であると考えている。

☑　「サステナブルシーフード」 とは、 将来にわたって持続可能であるよう、

　水産資源や環境に配慮した天然 ・養殖の水産物を示すということば。

☑　本市では、 神戸市漁業協同組合等と 「サステナブルシーフード」 を起点とした

　食文化醸成や観光振興による地域活性化に関する取り組みに関する連携協定を締結した。

☑　この協定により、 どのような具体的な取り組みを実践し効果を期待しているのか。

質問のポイント



◯ いさやまの意見 ： 作成時の負担感を解消できるような方法の検討を行い、

スピード感を持って計画作成を進めていくとのやり取りがありました。

また、 台風等の接近に伴う大雨に対し移動が困難な住民の避難については、 緊急避難場所等を

経由せず、 優先的に直接避難できるスキームが必要ではないか、 と再質問しました。

「災害時要援護者の避難」 に関する制度設計にあたっては、 「福祉避難所へは家族単位での避難ができない」

などの当事者の意見を反映する仕組みが必要と考えます。 神戸市からも、 新たな福祉避難所の指定について

も取り組みを進めている、 という前向きな答弁をもらいましたが、 粘り強い取り組みを進めていきます。

討議資料

★ 定期的に市政報告会を開催しています。電話・メール等でご予約いただき、ぜひご参加ください。　

いさやま大介事務所　〒657-0816　神戸市灘区国玉通 2-2-8　まどかビル２階東

 TEL：070-1930-2368　FAX：078-271-3707  mail:info@isayama-daisuke.jp

議 会 風 景

同左令和 5 年 12 月　一般質問

質問のポイント

☑　「災害時要援護者の個別避難計画」 について、 約 21 万人の災害時要援護者のうち、

　重症心身障害児者、 24 時間人工呼吸器装着患者、 ハザードエリアに居住している

　要介護５の方について、 それぞれの計画作成にかかる取り組みが示された。

☑　対象者への計画作成を、 丁寧かつスピード感をもって進めることは大切であるが、

　重症心身障害児者の個別避難計画作成について、 課題と今後の具体的な対策は。

災　害時要援護者の避難について

摩　　耶山再整備と今後のアクセスの検討について

☑　「摩耶山上エリアの利活用検討に関するサウンディング型市場調査」 の結果概要が

　公表されたが、 オテル ・ ド ・ 摩耶と掬星台を含めた摩耶山エリアの再整備の現状は。

☑　「第７回六甲山・摩耶山の交通のあり方検討会」にて、まやビューラインの

　ロープウェー架け替えなど３案について、採算性を踏まえた議論がなされた。

☑　山上への交通アクセスに関して、意図・狙い、またその課題を踏まえた見解は。

質問のポイント

◯ いさやまの意見 ： 観光対地元活動の簡単な二項対立の議論にするのではなく、

観光需要と今までの地元活動の共存共栄を前提として、 質問をしました。

仮に、 観光需要予測が高いとされる神戸布引ハーブ園接続ルートが採用されれば、

現状の 「まやビューライン」 ルートを利用している摩耶山で活動する市民に大きな

影響が出ますので、 検討にあたっては十分な配慮を要すると考えます。

また、 民間事業者が魅力ある再整備案を具体的に検討し実現するためには、

リスクをふまえた需要予測を前提に、 再整備とアクセスの一体的な議論が今後はより必要と考えます。

まだまだ課題がたくさんあり、 長丁場の議論となりますが、 注視していきます。

▶ まやビューライン

市場調査の結果によると、 事業者からは跡地のみならず、 掬星台ゾーンなどにも施設を建築したいという意見情報

があった。 宿泊施設や大雪レストランを置く温浴施設展望テラス音を、 スポットなどにつきましてアイディアが出されました。

「摩耶山上エリアの利活用検討に関するサウンディング型市場調査」 の結果概要が公表されましたので、

オテル ・ ド ・ 摩耶と掬星台を含めた摩耶山エリアの再整備の現状について、 質疑しました。

また、　「第７回六甲山 ・ 摩耶山の交通のあり方検討会」 にて、 まやビューラインのロープウェー架け替えなど３案

について、 採算性を踏まえた議論がされました。 これに関し、　山上への交通アクセスに関しての、 意図 ・ 狙い、

またその課題を踏まえた見解も質疑しました。

観光対地元活動の簡単な二項対立の議論にするのではなく、

これからの観光需要と今まで通りの地元活動の共存共栄を図るためを前提として、 再質問をする。

再整備およびアクセスとも、 これからの議論となりますが、

・ 需要予測に用いられたアンケートは、 市内観光目的来訪者を対象としており、 回答者の約７割が市外在住であるが、 この結果をもとに観光需要予測が高いとされる神戸布引ハーブ園接続ルートが採用されれば、 現状の 「まやビューライン」 ルートを利用する人に大きな影響がでるのはないかと懸念する。

・ 検討にあたっては、 「摩耶山を守ろう会」 など摩耶山で活動する灘区民の山上へのアクセスについても十分な配慮を要すると考えるが、 見解を伺う。

◯再質問２ （摩耶山再整備）

・ アクセスの検討と実現には、 調整や課題解決に相当時間がかかるのではないかと考える。 摩耶山の再整備にあたり、 民間事業者が魅力ある再整備案を具体的に検討し実現するためには、 リスクをふまえた需要予測が立てられなければならないはずである。

・ そのうえで、 摩耶山再整備と市街地から山上への交通アクセスに関しては、 一体的な議論が今後はより必要と考えるが、 今後のスケジュールも含め市当局はどのように考えているのか、 見解を伺う。


